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６６６６．．．．共同研究共同研究共同研究共同研究のののの成果成果成果成果    

 

IT設備の必要電力は年々増加し、特にスパコンや大規模クラウドにおいては数～数十メガ、将来

は数百メガワットと発電所並みとなると予測されている。その内訳は、スパコン自身の性能一辺倒

主義から来る巨大化による莫大な消費電力と、非効率的で本体と同程度にも至る冷却設備の消費電

力等による。また、電力コストのみならず完璧な運用体制を目指すばかりに非常に高コストな運用

がされている。そこで、無人自律型「ウルトラグリーン・スパコン研究設備」が重要になる。本研

究は、北海道大学・国立情報学研究所と連携し、スパコンでの実用に耐える冷却技術、種々の最先

端の超省電力スパコン技術、スパコンの自律運用技術を導入する為に必要な要素技術を開発、導入

設置および実証実験することを目的とした。 

 

国立大学法人北海道大学、国立大学法人東京工業大学、大学共同利用機関法人情報・システム研究

機国立情報学研究所が締結したスパコングリーン化に関する先端的な大規模実証研究を実施するた

めの協定が定める下記の研究に関して、双方で研究の準備を進めた。 

（１）スーパーコンピュータと周辺機器の冷却性・信頼性評価技術に関する研究 

（２）スーパーコンピュータをクラウド型情報基盤として自律運用するための実時間リモート制御

及び自動故障検知対処機構等に関する研究 

（３）スーパーコンピュータの消費電力の効率化のための負荷分散及び自律制御などに関するソフ

トウェア技術並びに計測・制御技術の研究 

（４）スーパーコンピュータの大容量データ転送を低消費電力化するための動的リモートネットワ

ーク制御技術に関する研究 

 

具体的には、データセンターで試みられる自然大気冷却等による省エネ化は、熱密度が 3 倍にも変

化するスパコンにはそのまま適用出来ない為、次世代の省電力・コモディティベクトル加速技術や

自然大気冷却制御技術、故障検知や・負荷分散・self-healing等の自律運用・遠隔管理の技術など、

我国が高度な先進性を発揮できうる IT 基盤技術をリードするプロジェクトを形成についての準備

を進めた。 

 


